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皮 膚科 領域 に お け るAmoxycillinの 臨床 的検 討

渡辺昌平 ・早川 實 ・山本政次

京都大学医学部皮膚科教室

緒 言

最 近,開 発 され た新 抗 生 物 質Arnoxycillin(α-ami-

no-p-hydroxy benzylpenicillin, BRL 2333)は 広 範 囲

の抗 菌 スペ ク トル を有 す る経 口用 ペ ニ シ リ ンで あ る が,

化 学 構 造 的 に は従 来 広 く使用 さ れ て来 たAmpicillin(α 一

amino benzylpenicillin)と きわ め て類 似 し,Ampicillin

のペ ンゼ ン核 のパ ラ位 に水 酸 基 を導 入 した もの で あ る。

試 験 管 内 で の 抗 菌 作用 もま た類 似 して い るが1),生 体 へ

の 吸 収 性 の 面 で両 者 に 大 きな差 が見 られ る。 す なわ ち,

Amoxycillinは 吸 収性 が きわ め て優 れ てお り,Ampici-

llinと 同 量 の内 服 に よ り約2倍 の 血 中濃 度 が得 られ る2)。

我 々は 本 剤 を 皮膚 科 領域 の化 膿 性 疾 患 に使 用 す る機 会

を得 た の で,こ こに そ の 検討 結 果 を報 告 す る。

治 療 対 象

治 療 対 象 は 京 都 大 学 皮 膚 科 外 来 また は 入 院 の 患 者26症

例 で,そ の 内訳 は 伝 染 性 膿 痂 疹8例,〓6例,〓 腫 症3

例,〓 腫 症+擁1例,炎 症 粉 瘤2例,毛 翼 炎2例,粟 粒

性 壊 死 性 座 唐1例,凛 疽1例,リ ンパ 節 炎1例,リ ンパ

節 炎+リ ン パ管 炎1例 の計26例 であ る。

投 与 方 法 お よび 用 量

本 剤 はAmpicillinの ほ ぼ2倍 の 優 れ た 吸 収 性 を 有 す

る と い う文 献 的 成 績 に 基 づ い て,な るべ く従 来 のAm-

picillinに お け る常 用 使 用 量 よ りも低 い 量 で 本 剤 の 効 果

を確 認す る とい う意 図 の も とで 治 療 を 行 な つ た 。 従 が つ

て,Ampicillinに おけ る よ うに1日19の 内 服 を 行 な つ

た 症 例は 少 数 で,多 くの症 例 では そ の半 量1日500mgま

たは それ 以 下 の内 服 量 で 臨 床 的 検 討 を 行 な つ た(Table

1,5)。 投 与 期 間 は1～14日 で,総 量 は500～5250mgで

あつ た 。 な お,小 児 の 場 合 は 年 令 に 応 じて そ れ ぞれ 減 量

す べ き であ るが,小 児 例 の 大 半 を 占 め る伝 染 性 膿 痂 疹 に

お い て は,従 来 の 他 種 抗 生 物質 使 用 の経 験 か ら,内 服 の

効 果 は 塗 布 の場 合 に比 して 劣 る た め,年 令 に比 してや や

多 量 が 与 え られ て い る 。

併 用 療 法 は,本 剤 自体 の効 果 を 確 実 に 把 握 す るた め の

妨 げ とな る の で,な るべ く避 け た。 例 外 と して,No.18

(Table 1)の 症 例 に だ け,癰 の 部 に ヨー ドカ リ軟 膏 の

貼 布 を 行 な つ た。

薬 剤投 与 前 に培 養 可能 症 例 では,分 離 菌 の 同定 を 行 な

い,一 部の株 では各種抗生物質 に対す る感受性検査をデ

ィス ク法に よ り施行 し,ま たAmoxycillinのMIC値

を 日本化学療法学会法に よ り測定 した。

臨 床 成 績

効果の判定は次の基準に従 がつた。すなわち,自 然経

過に比 して臨床症状の著 しい改善 を見た ものを有効,症

状 の一部改善を見た ものをやや有効,ま つた く改善の認

められなかつた もの,ま たはかえつて増悪 し他の治療 に

切換 えざるを得なかつた ものを無効 とした。

臨床成績の詳 細はTable 1に 示す とお りであ り,Ta。

ble 2は これを総括 した ものである。

疾患 としては,〓 お よび〓腫症が多 くを占め,10例 の

うち有効6例,や や有効2例,無 効2例 の成績であつた。

有効例の中の1例 は癰 も混在 し,重 症のため ヨー ドカ リ

軟膏貼布 も併用 した ことは前記の とお りであるが,こ の

例については代表症例で詳記す る。 〓腫症 の無効1例 は

基礎疾患に菌状息肉症が見 られた。 また癌の無効 例では

分離菌に対す る本剤のMICが>25mCg/mlの 高値を

示 し,試 験管内の抗菌価 と臨床効果 との相関が認め られ

た。

伝染性膿痂疹は8例 で,小 児例 の大部分を 占め るが,

この うち有効3例,や や有効5例 の成績 であつた。その

他の疾患はそれぞれ少数例であるが,炎 症粉瘤2例,リ

ンパ節炎2例(う ち1例 は リンパ管炎併発),療 疽の1

例にはいずれ も良い効果 が認 められた。毛嚢炎の2例 で

は有効1例,や や有効1例 の結果 であつた。粟粒性壊 死

性座 瘡の1例 には基 礎疾患 に糖尿病 の合併が見 られた。

分離 された菌 は今 回はStaphylococcus aureusだ け

であつたが,こ れ らの株 の一部について本剤の抗菌価を

測定 した ものがTable 3で あ る。 これ らの菌株につい

てAmpicillinと 同時に並行 して測定 したが,両 者は き

わ めて近 似の測定値 を示 している。

一般に使用 されてい る抗 生物質類 に対す る感受性テス

トもデ ィス ク法に よ り行なつたが,PCに はほ とん ど感

受性 がない株 が大半を占め,つ い で,EM,OM,LM,

CP,TCな どに対す る感受性 の低下が一部に見 られた。

これ らは従来いわれて来 た ところと特に変わ るところで

は ない ので詳細は省略する。
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Table 1 Therapeutic results with amoxycillin
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代 表 症 例

症 例18: ,20才,男

病 名:痛 腫 症+擁

病 歴:約10日 前 か ら,陰 股 部 に きわ め て疹 痛 の激 しい

皮 疹 が数 個 生 じ,発 赤 が 著 明。 こ の う ち の1個 は 鳩 卵

大 に 腫 大 し,3日 前 か ら は 発 熱,悪 寒 を 認 め る。 ま た

頭 痛 を訴 え る。 一 部 皮 疹 の排 膿 を培 養 しStaPhyloeoccus

aureusを 分 離 した。 体 重53kg,基 礎 疾 患 は認 め な い。

治 療:擁 の部 分 に ヨ ー ドカ リ軟 膏 を 貼 布 す る と と も

に,Amoxycillin 1日500mgを6時 間 ご とに4回 に分

服 させ た とこ ろ,4日 後 総 量2000mg内 服 後 に は発 熱,

悪 寒,頭 痛 な どの全 身 症 状 は ま つた く消 失 してお り,癬

お よび雜 の部 分 か ら一 部 排 膿 が み られ,発 赤,腫 脹 も激

減 し,著 しい 臨床 症 状 の改 善 が 見 られ た。 この 時 点 で 治

療 を止 め て,念 の た め さら に4日 後 に来 院 させ た と こ ろ

全 治 の 状 態 とな つ て い た。

副 作 用

副 作 用 はTable 4に 示 す よ うに,26例 中5例 に 見 ら

れ た。 す な わ ち,下 痢2例,食 欲 不 振 お よび 胃痛1例,

眼囲の紅斑1例,全 身紅斑1例 であつた。 これ らは,症

例No.22を 除 き,い ずれ も副作用の出現 した時点にお

いて本剤に よる治療を中止 したが,中 止後すべて数 日で

自然に,ま たは治療(No.14)に より消失 した。眼囲紅

斑 を生 じた症例 はTable 1, No.24で 凛疽の症例であ

るが,基 礎疾患 に膠原病があ り,既 往に他種抗生物質で

も同様な副作用 を呈 したことがあ る。 また,全 身紅斑を

Table 2 Summarized results

Table 3 Minimum inhibitory concentrations of amoxycillin and ampicillin against 

pathogenic organisms isolated from clinical materials 
(on 11 strains of Staphylococcus aureus)

Table 4 Side effects
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呈 した症例はTable 1,No.14の 〓 の症例 で,基 礎 疾

患は認められなかつたが,本 剤内服1日 で全身に小紅斑

が播 種状に発生 し,〓 痒 を訴 えたため,投 与 を 中 止 し

Steroid剤 内服に変更 し発疹は 消退 した。 両 症 例 と も

に,内 服1日 で副作用が発現 したため直 ちに中止 してい

るが,化 膿性皮膚疾患に対す る効果は僅かの内服量に も

かかわ らず きわめて優れ てお り,効 果は ともに有効の判

定 であつた。

消化器系の副作用を呈 した3例 は,う ち1例 乳児で,

他 の2例 は67才 老人 と33才 の成人であつた。成人2例 は

いずれ も1日 量500mg,乳 児例 では1日 量125mgで あ

り,副 作用発現は内服 後4日 目が1例,7日 目が2例 で

ある。

総括 および考按

本剤の特徴は従来 のAmpicillinと ほぼ同様 の抗菌 力,

抗菌範囲を有す るが,体 内吸収性がAmpicillinの2倍

程度に優れている点が異なる。

従がつて,本 剤の臨床検討に際 しては

(1) Ampicillinの 半量程度の内服で同程 度 の 臨床 効

果を期待出来 るか。

(2) 内服量の減少 に よつて副作用,と くに消化器系に

対す る副作用を減 少 させ うるか な どの点に関心が持たれ

た。

我 々の皮膚化膿性疾患に対す る治 療 成 績 で はTable

5に 示 す よ うに,(1}の 点 につ い て は.Ampicillin同 様

1日1g内 服の症例では2例 の有効例 も見 られたが,無

効例 も1例 認 めた。 これを半量の1日500mgに 減 少 し

て もかな りの成績が見 られてお り,い ちお う当初 の期待

を満足せ るに近 い成績 と思われ る。すなわち,無 効例の

場 合は,前 項に述べた よ うに基礎疾患の有無,耐 性菌 に

よる感染 な どの要因が 重要な影響を及ぼ し,必 ず しも本

剤の吸収性 の優秀性を否定す る材料 とはな り得ない と思

われ る。

(2) の点については,Ampicillinに おいて も消 化器 系

の副作用 と他種副作用 との比率がほ ぼ 対等 で あ る こ と

から,本 剤 の半量使用に よつて も理 論 的 に は 副作 用 が

Ampicillinよ り半減す ることは考 えられない が,少 な

くとも消化器系副作用の減少は期待 され る と ころ で あ

る。

結 語

化膿性皮膚疾患26症 例にAmoxycillin内 服療法を行

なつて,従 来 のAmpicillin内 服療法 に比 し少 ない内服

量でほぼ同様 の治療効果を認めた。
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CLINICAL STUDY ON AMOXYCILLIN IN DERMATOLOGICAL FIELD

SHOHEI WATANABE, MINORU HAYAKAWA and MASATUGU YAMAMOTO 

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyoto University

Clinical observations on amoxycillin were performed in our clinic. Twenty-six cases of pyogenic 
skin disorders (impetigo contagiosa 8, furuncle or furunclosis 9, carbuncle and furunclosis 1, 

infected atherom 2, folliculitis 2, acne necrotica milialis 1, panaritium 1, lymphadenitis 2) were 
treated with oral administration of amoxycillin. According to the literature, in which the absorption 

of amoxycillin was approximately twice as better as ampicillin, daily dose of 500 mg or less amoxycillin 

was given in the greater number of cases. 
The therapeutic effects were as follows : Fifteen cases showed a good response, eight cases a fair 

and three cases a poor response. 

The side effects were seen in five cases, which contain diarrhoea, poor appetite, stomach ache, pachy 

erythema of eyelids and generalized erythema. 
Eighteen strains isolated from the patients were all Staphylococcus aureus. The antibacterial activities 

of amoxycillin and ampicillin against eleven strains were measured. Minimum inhibitory concentration 
of amoxycillin was similar to that of ampicillin in each case.


